
  第２学年算数科学習指導案 

                             

 
１ 単元名  「100 より大きい数」 
 
２ 指導の立場 

（１）教材について 

   本単元は、小学校学習指導要領第２学年〔Ａ 数と計算〕の領域の次の内容に基づいている。 
Ａ（１） 数の意味や表し方 
（１） 数の意味や表し方について理解し、数を用いる能力を伸ばす。 
  ア 同じ大きさの集まりにまとめて数えたり、分類して数えたりすること。 
  イ ４位数までについて、十進位取り記数法による数の表し方及び数の大小や順序について理

解すること。 
  ウ 数を十や百を単位にしてみるなど、数の相対的な大きさについて理解すること。 

   児童はこれまでに 100 までの数について、数の読み方、書き方、数の大小、順序、系列について

少しずつ数範囲を拡張しながら学習してきている。 
しかし、数範囲を広げるほど、実際に物を数える操作は困難になる。数の大きさのイメージも漠

然とし、実際の数と表現した数の大きさに明らかに違いが合っても、誤りに気づかないこともある。

そのため、まとめたり束にしたりしながら数える活動を十分に行い、数の大きさのイメージや感覚

を確かなものにすることが大切だといえる。 
   そこで、本単元のねらいは、数の範囲を 1000 までに広げて、十進位取り記数法による、数の読

み方や表し方、大小、順序などについて理解できるようにしていく。数についての理解を一層深め

させるために、具体物や半具体物を用いた算数的活動を多く取り入れ、10 や 100 を単位として 10
のいくつ分、100 のいくつ分で数の大きさをとらえ数についての感覚を豊かにしていきたい。 

 
（２）単元の系統性 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１年「100 までのかず」 
・120 程度までの数の構成（十

の位、一の位）、数え方、表
し方、読み方 

・120 程度までの数の数直線
表示と順序、系列、大小比
較 

・何十と何十の加法（和が 100
まで）とその逆の減法 

・2 位数と 1 位数の加法と減
法（くり上がり、くり下が
りなし）

２年「1000 より大きい数」 
・10000 までの数の構成（千
の位）、表し方、読み方 

・数の相対的な大きさ 
・一万の大きさ 
・10000 までの数の数直線表示

と順序、系列、大小比較 
・何百と何百の加法とその逆の

減法。

４年「大きい数」 
・億、兆の位までの数の命数
法、記数法 

・10 倍、100 倍、1/10 にした
数 

・数の十進位取り記数法のま
とめ 

・億、兆を単位とした加法、
減法 

・「和」「差」の用語と意味 

３年「10000 より大きい数」 
・千万の位までの数の構成、
表し方、読み方 

・数の相対的な大きさ 
・千万の位までの数の数直線
表示と順序、系列、大小比
較 

・一億の大きさ 
・10 倍、100 倍の数や１/10

の数 
・万を単位とした加法、減法 

 

 

 

 

 

 

 

２年「100 より大きい数」 
・1000 までの数の構成（百の

位）、数え方、表し方、読み
方 

・数の相対的な大きさ 
・千の大きさ 
・1000 までの数の数直線表示

と順序、系列、大小比較 
・何十と何十の加法とその逆
の減法 



（３）児童の実態について 

 【学び方や意欲に関わる実態】 
算数の学習に意欲的に取り組める児童が多い。 

４月当初は、自分の考えを書いたり説明したりすることに意欲的に取り組める児童と、自信のな

さからか消極的な児童の差が大きかった。時計やブロックを動かしながらペアで説明し合う算数的

活動を継続することにより、進んで説明できる児童がふえてきた。 
本単元では、位取り板と数玉（１００玉、１０玉、１玉）を使って算数的活動を行いながら、積

極的に自分の考えづくりをする姿をめざしたい。 
また、集中力や作業能力においても個人差が見られる。実態把握をもとに、個に応じた指導をし

ていく必要がある。 
 
 
 【既習事項に関わる実態】 
   単元に入る前に既習事項の定着を把握し、指導に役立てようと考えた。 

次は、「１００より大きい数」の準備テストを行った結果である。 

既習事項の内容 十分定着している 定着していない 

①２位数の具体物（おはじき）の数の数え方

がわかる。 
１９人（９０％） ２人（１０％） 

②十の位、一の位の意味がわかる。 １７人（８１％） ４人（１９％） 

③120 程度までの数の構成を理解している。 １４人（６７％） ７人（３３％） 

④数直線の読み方がわかる。 １９人（９０％） ２人（１０％） 

⑤２位数の大小比較ができる。 ２０人（９５％） １人（５％） 

①についての設問では、おはじきの絵を１０のまとまりごとに線で囲む児童が多かった。「たく

さんの数を数えるときには、１０のまとまりをつくれば数えやすい」という１年生の学習がよく定

着している。 
②、③についての設問では、４７の十の位を４０と答えたり、１０を１０こ集めた数を２０と答

えたりしている児童が数人いた。この結果より、位の意味や 120 程度までの数の構成を理解できて

いない児童がいることが分かった。数の見方については、本単元に入るまでに、もう一度家庭学習

などを利用して復習する。 
④、⑤の既習事項は、ほぼ全員に定着している。本単元の内容にも大きく関わる。 

    
 
３ 研究主テーマとの関わり 

 ＜研究テーマ＞ 

子どもの思考力・表現力を高める指導のあり方 

  
＜研究の重点＞ 

①表現力を高めるための個人追究や集団追究における算数的活動を生かした指導の工夫 

②思考力・表現力を支える基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付けさせる指導の工夫 

 
 
 
 研究を進めるにあたり、特に重点②について、ア．単位時間の学習活動の工夫改善、イ．指導計画

の工夫改善、ウ．教科書の活用に焦点を当てる。 



ア 単位時間の学習活動の工夫改善 

単元における単位時間ごとの評価規準を整理すると、主に数学的な考え方を身に付けさせる

時間と、主に知識・理解、及び技能を身に付けさせる時間に分けられる。 
これまでの学習活動を振り返ってみると、評価規準が異なる場合でも、学習活動はどちらも

同じようなパターンで行っていることが多かった。そのために、新しい概念については教師か

らしっかりと教えずに算数的活動を行わせてそこから帰納的に導かせようとしたり、多様な考

えを出させても教師が意見すべてを扱わなかったりすることがあった。 
また、自力解決や全体追究に時間を多くかけるために、教師が丁寧にまとめをする時間や練

習問題を解いて習熟させる時間が十分取れないことも多かった。 
そこで、単位時間の学習活動を区別化して授業を行うことで、ねらいに迫り、基礎的・基本

的な知識・理解、及び技能をより身に付けさせることができると考えた。 
主に数学的な考え方を身に付けさせる授業を「問題解決型の授業」、また、主に知識・理解、

及び技能を身に付けさせる授業を「習得型の授業」とする。 
２つの授業の基本的な流れを次のように考える。 

問題解決型の授業 Ａ 習得型の授業 Ｂ 
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考える 
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活用する 
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イ 指導計画の工夫改善 

児童理解をもとに、算数科の特質である系統性をふまえ、身に付けさせたい力を明確にした

指導計画を作成していく。 
単元指導計画作成の手順として、まず本単元の系統性の吟味と児童の学習状況の把握をする。

そのうえで、本単元での基礎的・基本的な知識・理解及び技能は何かを明確にする。さらに単

元全体でどのように評価規準を重点化して学習活動を行うのかを考え、単位時間の役割を明確

にした指導計画を作成する。 
この作成した指導計画をもとに、毎時間の授業を実践していく。 



【単位時間の役割を明確にした単元指導計画の作成】 
Ａ：知識・技能を活用し、思考力・判断力・表現力等を育むことに重点を置いた授業→問題解決型 

Ｂ：知識・技能を習得すること、定着を図ることに重点を置いた授業→習得型 

  

時 学習内容 評価規準【重点】 授業の型

１ ３位数の構成、表し方、読み方を理

解する。 

10 を単位として、数の相対的な大きさをとらえ

る。（考え方） Ａ 

２ ３位数の構成、表し方、読み方を理

解する。 

３位数の数え方、十進位取り記数法による表し

方、読み方が分かり、読んだりかいたりできる。

（知識・理解、技能） 

Ｂ 

３ 空位のある３位数の構成を理解し、

表したり読んだりする。 

空位のある３位数の構成や表し方、読み方が分か

り、表したり読んだりすることができる。 

（知識・理解、技能） 

Ｂ 

４ 10 を 10 個以上集めた数を何百何十

ととらえる。 

10 を単位として数を構成したり、相対的にみたり

する。（考え方） Ａ 

５ 何百何十を 10 を単位としてとらえ

る。 

10 を単位として数を構成したり、相対的にみたり

する。（考え方） Ａ 

６ 千の大きさとその表し方、読み方を

理解する。 

100 を 10 個集めた数を 1000 と表し、「千」とい

うことがわかる。（知識・理解） Ｂ 

７ 1000 までの数を数直線に表したり、

逆に読んだりする。 

1000 までの数を数直線に表したり、数を読み取

ったりすることができる。（技能） Ｂ 

８ 身のまわりから数を見つけ、数に興

味をもつ。 

身の回りから数が使われて場面を調べ、数に興味

を持つ。（関心）  

９ ３位数の大小を比較する。 ３位数の大小比較の仕方がわかる。（知識・理解） 

Ｂ 

10 何十と何十の加法及びその逆の減法

の計算をする。 

何十と何十の加法及びその逆の減法の計算がで

きる。（考え方） Ａ 

11 基本的な学習内容に習熟し、それを

活用する。 

３位数の構成、記数法、大小の比べ方がわかる。 

（知識・理解、技能） Ｂ 

12 

13 

基本的な学習内容を理解しているか

を確認する。 

３位数の大小比較ができる。（技能） 

３位数の構成、記数法や何十+何十の計算の仕方

がわかる。（知識・理解） Ｂ 



ウ 教科書の活用 

  今年度より、新学習指導要領実施に伴い教科書が改訂された。今回の教科書は、前回と比べて

ページ数も増え、子どもたちが教科書から学べる構成になっている。 
この教科書の構成を教師が十分つかんだ上で、児童の実態に合わせて有効活用していかなけれ

ばならない。 
 
＜学習指導要領で変更された内容＞ 
・１年生で 100 程度までの数を指導している。→ 120 程度までの数 
・数の大小を調べることに関して、数の大小関係を不等号「＞」、「＜」を用いて簡潔に表現でき

ることを指導する。（但し、不等号という用語の指導は３年生） 
  
 
 ＜本単元における教科書の構成＞ 
 ・第１時で、問題の３位数が、１２６→２３６となった。そのため、教科書のスイミーの絵もす

ぐに 10 の塊が作りやすい並び方にはなっていない。（ごちゃごちゃしている感じ） 
・昨年までは、空位のある３位数の学習の後、第４時として一般的な３位数の構成を理解し読ん

だり書いたりする時間があったが、今年度からは３時の空位のある３位数の学習と一般的な３

位数の学習を合わせて行い理解を深める構成になっている。 
・算数的活動として、身の回りから整数が使われている場面を見つける内容が１時間ある。この

活動を通して、整数が身の回りで広く活用されていることを理解させる。 
・３位数の大小比較をする学習が１時間ある。ここでは、はじめに何の位の数字を比べるのか順

序よく説明する活動を通して、位取り記数法の原理をより深く理解させる。 
・昨年までの教科書より、練習問題の数が３割～５割多くなっている。 

 
以上のことを踏まえ、１単位時間の学習活動を工夫し、本時の問題が解け学習したことが分

かり、分かったことを使って他の問題が解ける（できる）ようにしたい。 
 
 
４ 単元の目標と単元指導計画 

  ＜単元の目標＞ 

   1000 までの数の構成、表し方、読み方を知り、十進位取り記数法による表し方を理解する。ま

た、数を 10 や 100 の単位としてみるなど、数の相対的な大きさについて理解する。 

［関心・意欲・態度］ 

・1000 までの数の構成、表し方、読み方の理解に意欲をもち、進んで用いようとする。 

  ［数学的な考え方］ 

・1000 までの数の構成、表し方、読み方を知り、十進位取り記数法による表し方を考えている。 

・何十と何十の加法及びその逆の減法の計算のしかたを 10 を単位に考えている。 

  ［技能］ 

   ・1000 までの数について、数えたり、書き表したり、大小比較したりすることができる。 

   ・何十と何十の加法及びその逆の減法の計算が確実にできる。 

  ［知識・理解］ 

   ・1000 までの数の構成、表し方、読み方、相対的な大きさについて理解している。 

   ・1000 という数の大きさ、表し方、読み方について理解している。 

 

  ＜単元指導計画＞ 

   別紙参照 



【単元名】１００より大きい数     Ｎｏ．１ 

小単元 １ 数のあらわし方 

時 １ ２ ３（本時） ４ ５ 

ねらい ３位数の構成を理解し、数えた

り、表したり、読んだりするこ

とができる。 

３位数の構成を理解し、数えた

り、表したり、読んだりするこ

とができる。 

３位数の構成を理解し、空位の

ある数を表したり、読んだりで

きる。 

10 を 10 個以上集めた数を何

百何十ととらえることができ

る。 

何百何十を10のいくつ分とと

らえることができる。 

提示問題 
（教科書の表記） 

魚はなんびきでしょう。 
P53 

魚の数を数字で書きましょう。

P55 
おり紙の数を数字で書きまし

ょう。P56 
10 を 13 個あつめた数はいく

つでしょう。Ｐ5８ 
250は10をいくつ集めた数で

しょう。P５９ 
評価規準 10 を単位として、数の相対的

な大きさをとらえる。 
（数学的な考え方） 

３位数の数え方、十進位取り記数法によ

る表し方、読み方が分かり、読んだりか

いたりできる。（知識・理解、技能） 

空位のある３位数の構成や表し方、読

み方が分かり、読んだりかいたりでき

る。（知識及び理解、技能） 

10 を単位として数を構成した

り、相対的にみたりする。 
（数学的な考え方） 

10 を単位として数を構成した

り、相対的にみたりする。 
（数学的な考え方） 

授業のタイプ Ａ（問題解決型） Ｂ（習得型） Ｂ Ａ Ａ 

①課題 
100 より大きい数を数字で

正しく書こう。 
③全体追究 
（位取り板を使って説明） 
100 を２個、10 を３個、１を

６個で２３６ 
百の位が２、十の位が３、一の

位が６ 
④２３６を二百三十六と読む

ことを知る。 
④まとめ 
くらいのへやに数字を入れる。

⑤練習問題１ 
A類似問題 
B✐１ 
⑥ 全体追究 
⑦ 練習問題２ 
⑧ 振り返り 

 
 
 
 
学 
 
習 
 
活 
 
動 

① 問題 
→およその見当をつける。 
数え方のアイデアを出し合う。 
②課題 

10ずつのまとまりにして数えよう。 
③ 個人追究 
→10 のまとまりが分かるよう

に工夫して数える。 
10のあつまりが10個で100
になることに気付く。 

④ 全体追究 
→10が10個で100 
 100が２こ10が３こ1が８ 
⑤ 100 を２こあつめた数を

200 と書いて二百と読むこと

を知る。 
⑥ まとめ 
10 のまとまりをあつめて

100のまとまりをつくる。 

⑦振り返り 

①問題 
→10のたばがない。 
②課題 
10のたばがないときの数字

を正しく書こう。 
③個人追究 
→位取り板に数玉を置いて、数

字を入れる。３０５。 
④Ａ全体追究 
⑤類似問題 
⑥りんご問題 
⑦まとめ 
何も入らない位には、０と

書く。 

⑧練習問題 
 Ｂ✐２，３，４，５ 
⑨振り返り 
 

① 問題 
→10 が 10 個で 100 であるこ

とを想起する。 
② 課題 
10 を 10 こより多くあつめ

た数はいくつか考えよう。

③ 個人追究 
→13 を 10 と 3 に分けて考え

る。 
④ 全体追究 
→10 が 10 個で 100、残り 10
が3個で30あわせて130 
⑤ まとめ 
10 が10個で100 にして、

残りの 10 のあつまりの数

を合わせる。 
⑥ 練習問題 
A類似問題 
B教科書 
C習熟問題 

①問題 
→前時とは逆 
②課題 
250は10のいくつ分か考え

よう。 
③個人追究 
→200と50に分けた数 
200は100が2個、100は10
が10個、200は10が20個 
50は10が5個、合わせて10
が25個 
④全体追究 
⑤まとめ 
⑥練習問題 
Ａ類似問題 
Ｂ教科書問題 
Ｃ習熟問題 
 

留意点 赤鉛筆で印をつけたり、まとま

りにチェックを入れたりして

正しく数えさせる。 

練習問題２→数の構成の理解

の深める問題 
100 が□、10 が□、１が□、

位取り板によるペアで問題の

出し合いなど 

数玉と数字を照らし合わせる。

声に出して読ませる。 
定着に課題にある児童には、

10 玉を 10 個を 100 玉 1 個に

置き換えて考えさせる。 

100 玉 2 個を10 玉 20 個に置

きかえる操作を通して理解さ

せる。 



 
【単元名】１００より大きい数     Ｎｏ．２ 

小単元 ２ 千 ３ 数の大小 ４ たし算とひき算 

時 ６ ７ ８ ９ １０ 

ねらい 100を10個以上集めた数を何

百何十ととらえることができ

る。また、数直線を用いて1000
について理解を深める。 

数直線を用いて、1000 までの

数の順序、系列などを考え、数

についての理解を深める。 

身のまわりから、1000 までの

数を見つける活動を通して数

に興味を持つ。 

３位数について、数の大小の比

べ方を理解し、数の大小の関係

を不等号を使って表すことが

できる。 

何十どうしの加法で、くり上が

りのある計算や百何十から何

十をひく減法でくり下がりの

ある計算ができる。 
提示問題 
（教科書の表記） 

・の数を数字で書きましょう。 
（千のドット図） 

線（数直線）の□にあてはまる

数を書きましょう。 
みのまわりから、数をみつけま

しょう。 
235 人と 218 人どちらが多い

でしょう。 
80円と50円のお菓子、合わせ

て何円でしょう。 
評価規準 100 を 10 個集めた数を 1000

と表し、「千」ということがわ

かる。（知識・理解） 

1000 までの数を数直線に表し

たり、数を読み取ったりするこ

とができる。（技能） 

身の回りから数が使われて場

面を調べ、数に興味を持つ。 
（関心） 

３位数の大小比較の仕方がわ

かる。（知識・理解） 
何十と何十の加法及びその逆

の減法の計算ができる。 
（技能） 

授業のタイプ Ｂ Ｂ  Ｂ Ａ 

学習活動 ① 問題 
→１つのブロックに100個。 
100個が10個ある 
100を10個集めた数を千とい

うことを知る。 
② 課題 

1000はどんな数か、数の線や・

の数をつかってしらべよう。 
③ 個人追究 
→1000 は 10 を何個集めた数

か考える。数直線上に表す。 
④ 全体追究 
数直線やドット図で確認 
⑤ まとめ 
1000は10を100こあつめ

た数。 
⑥ 練習問題 
⑦ ふりかえり 

① 問題 
→１目盛の大きさを確認 
② 課題 
数の線に、1000までの数を

かこう。 
③ 個人追究 
→目盛を順に読む。 
100,200を利用して読む。 
④ 全体追究 
⑤ 練習問題 
✐１✐２ 
⑥ まとめ 
１めもりの大きさがわかれ

ば、数直線の数がわかる。

⑦ 練習問題 
⑧ ふりかえり 

① 問題 
② 課題 
いろいろな数を見つけて発

表しよう。 
③ 全体交流 
→調べてきたことを、発表しあ

う。 
④ まとめ 
みのまわりには、数がたく

さんつかわれている。 
⑤ 練習問題 
数のみかた 

① 問題 
② 全体追究 
→２３５の方が大きい。 
③ 課題 
２つの数の大きさくらべを

しよう。 
④ 個人追究 
→百の位から順に比べる。 
 百の位は同じ。 
 十の位は男の子の方が多い。

 だから、男の子の方が多い。

→235.>218., 218＜235の書き

方、読み方を知る。 
⑤ まとめ 
大きいくらいの数字どうし

からくらべる。 
⑥ 練習問題 
⑦ まとめ 

① 問題 
→立式する。 
② 課題 
80＋50 の計算の仕方を考

えよう。 
③ 個人追究 
→位の部屋、数玉を使って考え

る。 
④ 全体追究 
⑤ まとめ 
10のあつまりがいくつかを

考えて計算する。 
⑥ 練習問題 
⑦ ふりかえり 
 

留意点 数直線は、１目盛100や10で

考える。 
 
 

1000より300小さい数などの

問題は、数直線を使って～より

小さいをわかりやすくとらえ

させる。 

身のまわりの数を事前に、家で

調べてノートに書いてくる。 
 繰り上がり、繰り下がりのある

計算でのつまずきに対しては、

10か100の数玉を使って考え

させる。 



 
【単元名】１００より大きい数  №．３ 

小単元 れんしゅう きほんのたしかめ・やってみよう    

時 １１ １２・１３    
ねらい 単元における基本的な学習内

容を確かにしたり、発展的な問

題に取り組んだりして、３位数

の構成や大小比較、記数法につ

いての理解を深め問題を解く

ことができる。 

基本的な学習内容を理解して

いるか確認する。 
   

提示問題 
（教科書の表記） 

れんしゅうＰ65 きほんのたしかめP66 
やってみよう 

   

評価規準 ３位数の構成、記数法、大小の

比べ方がわかる。 
（知識・理解、技能） 

３位数の大小比較ができる。

（技能） 
３位数の構成、記数法や何十+
何十の計算の仕方がわかる。

（知識・理解） 

   

授業のタイプ Ｂ Ｂ    
学習活動 問題 

教科書Ｐ65の問題 
↓ 
答え合せ 
↓ 
補充問題 
↓ 
発展問題 
 
 

＊問題 
教科書Ｐ66の問題 
↓ 
答え合せ 
↓ 
補充問題 
↓ 
発展問題 
＊やってみよう（運動場） 

   

留意点 つまずきが見られる場合は、学

習のあしあとの掲示をふり返

る。位取り板で確かめさせる。 
 

やってみようは、100歩歩いた

ら、おはじき１つと置き換える

などして、正しく数えさせる。

   

 
 
 
 



６ 本時のねらい 

 半具体物を使って空位のある３位数の構成を理解し、表したり読んだりすることができる。 

７ 本時の算数的活動   ①，⑩，100 玉を位取り板に並べた数を読み取り、数字で表す活動 

 

８ 本時の展開（３／１３） 

 ねらい 学習活動 教師の指導・援助および評価

つ

か

む 

 

 

 

 

 

 

考

え

る 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

ま

と 

め

る 

 

習

熟

を

は

か

る 

○問題を把握す 
る。 

○前時までとの
違いに着目す
る。 

○ 課 題 を つ か
む。 

 
 
○算数的活動を
通して、課題
を追究する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○パターンの違
う問題に取り
組み、理解を
深める。 

 
 
 
 
 
 
○本時のまとめ
が分かる。 

 
 
 
○本時の学習の
習熟を図る。 

① 問題の内容をつかむ。 
おり紙の数を数字でかきましょう。 
・前の時間とは違って１０のまとまりがない。
 
② 課題をつくる。 

 
③ 自分の考えをもつ。 
・位取り板に数玉をかき、数字に置きかえる。

 
④ 全体で課題を追究する。 
・１０のまとまりがないので、十の位には数玉
がない。だから、十の位の数字は０。 

 
⑤ 十の位が空位の３位数の読み方を知る。 
・３０５を三百五と読む。 
・十の位はないので読まない。 
 
⑥ りんご問題をする。ペアで説明する。 

・１のばらがないので、一の位の数字は０。 
・３４０を三百四十と読む。 
 
⑦ まとめる。 
・３０５と３４０の共通点を見つける。 
→何も入らない位がある。０がある。 
何も入らないくらいには、０とかく。

 
⑧ 練習問題をする。 
・全体で押さえながら練習する。 

(1)示された３位数を読み、漢字で表す。 
(2)示された漢数字を読み、数字で表す。 

・✎２ 位の数字を答える。 
・✎３ 数を読む。 
・✎４ 漢数字を数字で書く。数の構成。 
・✎５ 数の構成。 
・さらに習熟問題を用意しておく。 
 
⑨ 本時の振り返りをする。 
・本時よかったことを振り返り、次時の学習へ
つなげる。 

１０のまとまりがないときの数字を書こ
う。 

数
玉

100 100 100  ①①①①①

位 百の位 十の位 一の位 
数
字

３ ０ ５ 

数
玉

100 100 100 ⑩⑩⑩⑩  

位 百の位 十の位 一の位 
数
字

３ ４ ０ 

①具体物の提示し、前時と本
時の違いを明らかにさせ、
課題につなげる。 
前時の学習（空位のない３
位数の表し方、読み方）を
掲示しておく。 

 
 
 
②上の段には数玉をかき、下
の段には数字を書き込める
位取り板をを使って考えさ
せる。 

④３０５の書き方をおさえ
る。（100 玉が３こあるの
で、百の位は３です。10 玉
がないので、十の位は０で
す。1 玉が５こあるので、
一の位は５です。） 

⑤声に出して読んでから、ノ
ートに漢字で書かせる。 

 

⑥３０５の表し方と比べて考
える。 

 ３０５と３４０の表し方を
対比しやすいように、板書
に位置付ける。 

 ３４０の読み方を類推させ
る。 

  
 
⑦十の位や一の位に空位があ
ることをみつけさせたい。

 
 
 
⑧数字を読む問題は、声に出
して言わせるようにする。

 えんぴつ問題は、ワークシ
ート形式で取り組ませる。
✎３・４でつまずく児童に
は、位取りの板を使って、
正しく書けるようにする。
☆評価規準【表現・処理】
空位のある 3 位数を、正し
く表したり読んだりするこ
とができる。  

〈○つけ法の評価の視点〉
位取り板に数玉や数字が正
しくかけている。 
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